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A．研究目的 

 小児期の健康増進には、特定の疾患に対する

診断や治療だけでなく、一般集団を対象とした、

積極的予防介入が有効となり得る。本研究では、

一般集団（Unselected population）の子ども

を対象とした予防的介入プログラムに関する

エビデンスを包括的に収集し、その概要及び介

入の効果を整理することを目的とした。 

3年間の研究期間で、学校（デイケア・プレ

スクールを含む）で実施された介入プログラム

（H28-29年度）と、学校以外で実施されたプロ

グラム（H30 年度）に分け研究を行った。 

 

B．研究方法 

 レビューの採用基準  

本研究では、コクラン及びキャンベルの 2つ

のデータベースを用いて、系統的レビューの検

索を行い、オーバービュー・レビューを行った。

この二つのデータベースは、それぞれ保健医療

と教育分野において、系統的レビューに特化し

たものであり、統一された方法論に基づいて、

エビデンスの収集・統合・評価を行っている。

表 1 に本研究に含めた系統的レビューの採用

基準を示し、表 2にコクランの系統的レビュー

の検索式を記載した。Campbellに関しては、検

索時点（2018年 10月）で出版されていた全て

のレビュー（154件）を対象にスクリーニング

を行った。 

 

【表 1 本研究の採用基準】 

Population 小児（0～20歳前後）及びそ

の保護者 

Intervention 学校・家庭・地域・クリニッ

ク等でのあらゆる介入 

Comparison 介入の不実施、通常のケア

／カリキュラム 

Outcome 子どもの健康課題（身体的・

精神的・社会的） 

Study design ランダム化比較試験 

（RCTs） 

小児期の健康増進には、特定の疾患の診断・治療だけではなく、一般集団を対象とした予防

的介入が有効となり得る。本研究では、コクラン（Cochrane Database of Systematic Reviews）

及びキャンベル（Campbell Library）の 2つのデータベースを用いて、学校および家庭・地域・

クリニック等で実施されている子どもの健康課題に関する介入研究のオーバービュー・レビュ

ーを行った。その結果、感染症、アレルギー疾患、問題行動、メンタルヘルス、栄養・運動等

の生活習慣の改善、歯科、事故・けが予防、リプロダクティブ・ヘルス、喫煙・飲酒・薬物予

防などに関する介入プログラムが報告されていた。小児期における予防的介入は、生涯の健康

増進にも寄与する可能性があるため、関連のエビデンス整理が今後も必要である。 
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除外する SR  ハイリスク児対象の治

療 ・ 療 育 (*targeted 

population） 

 全年代を対象（結果が

大人と子どもで分けら

れていない） 

 妊娠中・分娩時のケア 

 学校以外での介入に関

して：途上国対象、2013

年以前の出版 

 

【表 2】CDSR の検索式 

#1 MeSH descriptor: [Infant] explode 

all trees 

#2 infant*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#3 MeSH descriptor: [Child] explode 

all trees 

#4 child*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#5 MeSH descriptor: [Adolescent] 

explode all trees 

#6 adolescent*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#7 MeSH descriptor: [Young Adult] 

explode all trees 

#8 young*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#9 MeSH descriptor: [Students] this 

term only 

#10 student*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#11 #1 or #2 or #3 or #4 or #5 or #6 

or #7 or #8 or #9 or #10 in 

Cochrane Reviews 

#12 MeSH descriptor: [Schools] 

explode all trees 

#13 school*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#14 center*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#15 education*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#16 kinder*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#17 preschool*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#18 program*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#19 training*:ti,ab,kw in Cochrane 

Reviews 

#20 #13 or #14 or #15 or #16 or #17 

or #18 or #19 in Cochrane Reviews 

#21 #11 and #20 in Cochrane Reviews 

 

 結果の記述 

 本研究に含めた系統的レビューは、介入のテ

ーマ（アウトカム）ごとに分類し、介入プログ

ラムの内容及びその効果を記載した。 

（倫理面への配慮） 

本研究では、既に出版された系統的レビュー

を対象にオーバービュー・レビューを行ったた

め、倫理審査委員会への申請は不要と考えられ

た。 

 

C．研究結果 

 スクリーニング結果 

コクラン及びキャンベルのデータベースを

検索後（最終検索日：2018 年 10 月）、学校で

の介入研究に関して 51 件、学校以外の家庭・

地域・クリニック等で実施された介入研究に関

して 28件の系統的レビューを検討した。 

 介入プログラムのテーマ及び概要 
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 学校で実施された介入研究のテーマは、感

情・行動上の問題（11件）、感染症（1件）、事

故・けが予防（5件）、メンタルヘルス（4件）、

栄養（4件）、歯科（4件）、身体発育・活動（9

件）、視聴覚（1件）、リプロダクティブ・ヘル

ス（10 件）、飲酒・喫煙・薬物（8 件）であっ

た（重複あり）。 

 家庭・地域・クリニック等での介入のテーマ

は、感染症（6件）、養育（5件）、死亡率（2件）、

アレルギー疾患（2件）、行動上の問題（2件）、

歯科（4件）、リプロダクティブ・ヘルス（3件）、

栄養摂取の改善（2件）、喫煙（2件）であった。 

 介入プログラムの種類は、以下のように分類

された。 

- 教育（個別面談、グループセッショ

ン、電話、家庭訪問、パンフレット・

DVD 等の教材配布、マスメディアの告

知等） 

- カウンセリング・心理療法 

- アクティビティ・エクササイズ 

- 栄養（サプリメント・学校給食） 

- 内科・薬物（予防接種・ワクチン） 

- 規則（校則）変更 

- 物資の提供 

- ヘルスサービスの提供 

- 金銭的インセンティブ 

- スクリーニング・健診 

特に多数の教育プログラムが報告されてい

た、行動上の問題（いじめ・暴力等）、飲酒・

喫煙・薬物使用、リプロダクティブ・ヘルス（性

感染症予防・避妊）に関しては、知識・情報提

供の他、コミュニケーション能力等の社会的ス

キルに焦点をあてた介入プログラム（social 

competence/ social influence approaches 等）

が多くみられた。 

介入プログラムの提供者は（研究者自身が行

っているもの以外では）、学校での介入研究で

は主に教員、スクールカウンセラー、スクール

ナースなどで、学校以外のセッティングでは、

医師、歯科医師、看護師、歯科衛生士などの医

療従事者が中心であった。その他にも、栄養士

や心理士、ソーシャルワーカーや地域のボラン

ティア、大学生、警察官などが参加している介

入プログラムも報告されていた。 

介入の実施期間は 1回のみの介入・セッショ

ンから、数年以上、介入を継続しているものも

あった。またフォローアップの期間も、介入直

後のみ、数か月、数年間など様々であった。飲

酒（Foxcroft 2011）や薬物使用（Faggiano 2014）

の予防に関するレビューでは 10 年以上、喫煙

予防を目的とした介入プログラムでは、20 年

間以上のフォローアップを行っている研究も

報告されていた（Thomas 2015）。 

 介入の効果 

 学校での介入研究では、飲酒・喫煙・薬物使

用、望まない妊娠・避妊の実施、男女間の暴力・

虐待、うつ予防、むし歯予防、感染症予防（手

洗いの促進）、問題行動（攻撃的・非社会的行

動）、BMI、社会情緒的アウトカム（自尊心）等

のアウトカムに関して介入の効果ありと報告

されていた。また、 WHO の HPS／ Health 

Promoting School framework（1990 年代以降

WHOにより提案されてきた健康教育・保健活動

の枠組み）や、 Multiple risk behavior 

interventions（2 つ以上のリスク行動をター

ゲットとした介入プログラム）に関しては、い

じめや喫煙・飲酒予防、食事・身体活動の改善

等、複数のアウトカムに対して、その有効性が

報告されていた（Langford 2014、MacArthur 

2018）。 

 学校以外の、家庭・地域・クリニック等で行

われた介入プログラムでその有効性が報告さ

れていたのは、感染症（予防接種および保護者

への情報提供）、行動上の問題（ペアレント・
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トレーニング）、むし歯予防（シーラント、フ

ッ素ジェル）、避妊の実施、エネルギー摂取量、

喫煙予防であった（Appendix として結果の詳

細をまとめた）。 

 

D．考察 

 多くのレビューで課題として指摘されてい

たのが、長期的な影響や費用対効果に関する研

究が不足しているという点で、今後の政策決定

には、これらの情報がより重要であると指摘さ

れていた。例えば喫煙予防に関する介入プログ

ラムでは、家庭と学校でのプログラムを組み合

わせた介入がより効果的な可能性があること

（Thomas 2015）、またクリニックでの避妊法に

関する教育セッションに関するレビューでは、

より集中的（intensive）な内容で効果がある

かもしれないと報告されていた（Lopez 2016）。

しかし同時に、通常の学内・診療業務に加えて

これらのプログラムを実施することは、現場で

のハードルが高くなるだろうとも述べられて

いた。新たにリソースや時間を使ってプログラ

ムを実施するためには、それをサポートできる、

効果的な介入プログラムに関するエビデンス

の集積が重要である。 

小児期の生活習慣が成人期の生活習慣に及

ぼす影響も指摘されている。感染症、NCDs、歯

科、生活習慣病予防など、小児期の多様な健康

課題に対応するためには、多職種連携による包

括的なアプローチが必要である。小児期に問題

となる健康課題に関して、それが予防可能であ

るというエビデンスを引き続き示していくこ

とは、各自治体の母子保健活動にとっても、有

益な情報を提供できる可能性がある。 

 

E．結論 

 本研究では、学校および、家庭や地域、保健

医療機関で実施されている予防的介入プログ

ラムの内容及びその効果を概観した。小児期に

おける予防的介入は、生涯の健康増進に寄与す

る可能性がある。有効な介入プログラムの実施

に向け、関連するエビデンス整理が、今後も必

要である。（本研究結果は、今後の論文発表を

予定している。） 
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